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葛西
用水親水まつり

前夜祭7 月18日

7 月19日
足立の東部を南北に流れる葛西

用水、この水路約35km の全線親水
化完成を記念し、7月19日( 日) 、葛
西用水親水まつりを行います。
これは区制60周年を記念した。

「まつり・あだち60」の第一幕。
当日は、郷土博物館も入場無料で
す。今度の日曜日は「親水まつり」
へ出かけましよう。

雨天中止・小雨決行

( 交) ( 通

)

( 案

)

( 内

)
葛西用水 親水 水路へは …

J R 亀有駅北口より 、東武バ ス( 六ツ 木団 地行き

または六ツ木 都住行き) をご 利用く ださ い。

各会場へのもより のバス停は、会場案内をご覧くだ
さい。なお、会楊には駐車場があり ませんので、自
動車での来場はご 週慮ください。

● まつりについての問au は中央本町庁舎・計画調整課
き( 3 日80) 5201 へ

葛西用水親水水路案内図

7 月18 日 は

前夜祭

水
路
の
略
爾
と

令
む
せ
、
大

谷
田
陸
碼
9

祠

に
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
し
た

「
2
1世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」
。こ

冫

哭

瑶

に
、
親
水
ま
つ
n
の

前
夜
祭
壼
曹
¥
孑
。
夕
苳
み

に
、
ご
冢
族
苓
ろ
っ
て
お
出
か

け
に
な
n
ま
廿
ん
か
。

日
時
y
卜
月
侈
貝
土
)
、
午
後
　

7
煦
裂
了
1

時
3
0分

撮
所

大
谷
田
隍
碼
北
側
、
j
　

丗
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」
他

内
容

昌
世
紀
へ
の
灯
火
の

塔
へ
の
g
灯
式

マ
光
と
音

の
祭
典

▽
ほ
た
る
観
賞
会

(大
谷
田
地
下
通
路
一
部
)
　

な
お
、
会
場
仗
辺
にほ
、
地

元
商
店
街
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。
お
楽
に
み
に
。

宍戸留美ライブ

親水まつりプログラム

あ
な
た
も

「
名
付
け
親
」に

こ
の
葛
西
用
水
覡
水
水
路
に

は
、
特
色
の
受

苳
く
の
橋
が

汚
X

れ
、
訪
れ
る
人
を
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
っ
て
ぐ
れ
ま

す
。yれ

ら
の
橋
の
名
前
と
「
2
1

世
紀
へ
の
灯
火
の
塔
」
の
愛
称

を
、
親
水
ま
つ
り
の
当
日
募
集

」
篆
蚕
。
く
わ
し
ぐ
は
、
現
地

で
ご
覃

に
¥
ヂ
。
採
用
の
万

に
は
、「
偈
可
け
親
認
定
熈
と
I

ふ

る
っ
て
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
輅
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

区
役
所
は
土
曜
日
お
休
み
で
す

区
忿
町
に
恥
り
せ
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
あ
い
あ
い
公

社
、水
と
緑
の
公
社
、ま
ち

づ
く
り
公
社
、国
際
親
善
協

会
、体
育
協
会
も
休
み
と
な
2

ヂ
。
(な
お
、西
綾
瀬
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン

タ

ー
は

開
館
し
て
い
ま

す
)
。た
だ
し
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
、

今
ま
で
ど
お
り
で

す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
民
票
(
写
し
)
の

取
り
つ
ぎ
交
付
に
つ
い
て

區

禦

の
写
に
蕎

参

と

す
夂
蕩

合

、
区
民
事
豬
垪
の

開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
忝
な

い
方
が
亊
前
に
電
話
で

、
区

民
事
務
講
…
(
中
川
、
伊
興
、

中
央
本
町
区
霤

霧

所
奮
陬

く
)

に
申
し
叺
み

を
し
、
区

民
事
務
所
に
隣
恢
し
て
い
る

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
等
」

で

、土
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)

り
忿
a

取
れ
巫

ま

代
理

人
お
よ
び
第
三
者
に
よ
る
甲

請
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

申
し
込
み
方
法
は
下

唄
と
お
り
で
y
。受

け
取
り
は
、
土
曜
日

(祝
日
を
除
く
)
の

み
、午
前
1
時
～
午
喙
ひ
時

で
す
。(
宮
城
・
新
Ⅲ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館
は
、午
前
1
0

時
～
午
喙
叱
時
)

持
参
す
る
も
の

▽
申
し
込

み
を
し
た
方
の
印
か
ん

(認
印
)
▽
申
し
J
ぶ
を

匚
た
方
盒
嘔
認
で
き
忝
も

の
(
運
転
免
許
証
、健
康
保

険
鄒
な
ど
)
▽
チ
罸
T
　

通
泅
円

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
地
域
振
興
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
A
r
3

土● 闘庁 に伴う
住民票( 写し) の取り 次奪・交付方法

休日・夜間の区政情報電

話案内を始めます
声の便利帳「ハ口ーあだち』

8 月1 日から

f 13272- 8600
利用時閧
月～金曜日……午後5時～午後8時　

土曜日……午前9時～午後8時　
日・祝日……午前9時～午後5時

区
役
所
が
休
み
の
と
き

に

、
図
一
館
な

こ
の
区
の
施

設
の
利
用
案
内
や
、
休
日
診

潦
所
、
区
Q

行
事
な

こ
に
つ

い
て

、N
T
T

の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
お
答
λ
し
豕
歹
。

「N
T
T
の
(
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
y
。
と
出
ま
す
。
『
足

立
区
Q
W
‥
』
に
つ
い
て
知
り

た
い
の
で
y
か
y
」
。
と
お
聞

き
5

告

い

。
便
利
帳
の
テ

レ
ホ
ン
皈
で
歹
。
ザ
癶
ご

利

用
く
だ
さ
い

。
《
広
報
課

》
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本庁舎以外へのお問い合わせは、
それぞれの電話番号( 緑色) へ。

福

祉

障害者世帯
ひとり親世帯の方
住み替え家賃助成
が受けられます

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
住

ん
で
い
る
障
害
者
が
い
る
世
帯

お
よ
ぴひ
と
ひ
覡
世
帯
の
方
が

収
り
壊
し
に
よ
り
皀
な
髻
を

求
め
う
れ
た
變
‥
、
転
居
陂
の

民
間
賃
貸
居
宅
の
家
賃
等
の
一

部
助
成
が
鷽
リ
シ
れ
求
夏

対
象
所
帯
(
次
の
要
件
兔
そ

満
た
し
て
い
る
方
)

▽
後
に
定
め
る
障
害
者
世
帯
ま

た
は
、
ひ
と
ひ
親
世
帯

▽
区
内
に
1
年
以
上
罟
庄
し
て

い
る

〉
生
活
保
灌
晋
河
け
て
い
な
い

〉
所
旧
が
所
得
球
肬
額
の
範
囲

内
で
あ
る
(
表
1
)

▽
経
済
的
に
独
立
し
て
旦
吊
生

蓉

畏

茗

〉
取
り
壊
し
に
闃
す
久
耆
至
の

証
明
が
提
出
で
き
る

障
害
者
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
1～
4
級

ま
に
は
、
愛
の
手
帳
1
廴
丿
度

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
い

る
世
帯
。

ひ
と
り
親
世
帯

次
に
該
当
す
る
1
8歳
未
満

(
1
8歳に
な
っ
た
年
の
年
度
末

ま
で
)
の
譛
呎
考
の
父
ま
た

は
母
。
養
育
煮
咫
け
で
構
成
し

て
い
る
世
帯
。

▽
父
ほ
が
離
婚
▽
父
ま
t
ほ

ほ
が
死
亡

マ
交

‘
'た

は
母
が

生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
毋
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
尽

購
が

莞

さ
2

年

以
上
拘
禁
き
れ
て
い
る

〉
父

が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
‘り

ず
憮
胎
匚
だ

鴉
罹
で
父
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
)

助
成
内
容

▽
家
賃
・
:
「
転
居
吸
家
乎

と

[家
貫
助
辱

濯

溺

と
を

比
較
し
て
少
な
い
方
の
廓
と

「
転
居
前
家
賃
(
表
2

ご
の

差
額

〉
転
居
一
時
金
・
:
転
居
時
に
要

匚
だ

権
利
金
、
礼
金
、
仲
介

手
数
料
(
転
。宍
一
時
金
助
成

圦
凖
額
の
範
囲
内

癶
3
)

〉
契
約
更
新
料
…
寔

勗

成
を

孚
ほ
て
い
る
方
が
契
約
更
新

時
に
か
か
る
費
用
(

家
賃
助

昏

濯

添

の
I

ほ
を
吸

度
)

申
請
に
必
要
な
も
の
(
転
居
前

に
申
請
が
必
要
で
す
)

▽
転
居
前
住
宅
の
作
(貸
借
契
約

泄
9

癶
漱

賃
の
領
収
書
写

し
▽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
関
す
る

家
主
の
証
明
溽

▽
前
年
(
1

月
I
7

月
に
つ
い

て

は
前
々
年
)
の
所
得
を
証

明
す
る
書
類

▽
印
か
ん

▽
障
害
者
世
帯

の
右了

身
体

障
害
考
手
帳

ま
た
は
愛
の

手
帳

▽
ひ
と
り
親
世

帯
の
方
…
戸

籍
謄
本
1
通

(申
請
者
と

児
燉
が
同
戸

珸
に
な
い
場

合
は
そ
れ
ぞ

れ
1
通
ず
つ
)

ま
た
は
児
竜

扶
養
手
当
沚
枩
幄
t
に
町
政
　

家
庭
医
療
証

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

▽
陣
害
老
世
帯
の
方
…
障
害

陥
祉
係

八
と
り
覡
世
帯

の
方
よ
索
助
成
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

弯
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

冫

″
}や
、
悩
ん
で
い
る
'
にと

は

あ
叮
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
呎
柤
談
に
応
じ

て
い
串
夏

お
子
3

ん
の
す
こ

や
か
な
吸
長
の
た
め
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
軼
守
し
ま

す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

マ
興

野
保
育
園

酉
新
井
本
町
4
　
-
1
9
1
2
3

一
一
(
3
8
9
0
)
　
3
2
0
0

二

霪
彁
月
・
木
曜

日

▽
親
隣
館
保
育
園

痂

田
4
-
2
9
1
6
a
(
3
8
　

8
9
)
3
8
6
0

・
:
毎
週

水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育

園

新
田
2
-

―
-
1
0

き

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

…

毎
週
火
・
土
曜
日

相
談
時
間
い
ず
り
も
午
前
9
　

時
～
午
後
i
時

相
談
方
法

電
話
布
森

朏

接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

忠
脈

筬

係

表1 所 得 基 準 額

表2 家賃助成基準額

表3 転居一時金助成基準額

高

齢

者福

祉

届
き
ま
し
た
か

(福
)医
療
証

⑩
老
人
医
療
費
助
成
制

度

は

、
保
険
診
療
の
目
己
負
担
額

(
本
人
一
部
負
扣
蔘
蒿
瞭
く
)

糞
叨
成
す
る

里
只
都
の
制
度
で

す
。
区
で
は
こ
の
制
度
に
該
当

す
久
芳

に
、7
月
1

日
か
ら
便

服
T

忿
屋

療
証
彖

鼻

胃
じ

ま
し
た

。

受
給
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ

辧

雁

証
が
届
か
な
い
方
、
最

卮
転
入
さ
れ
て
墨

抛

医
9

証

の
申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
そ

の
他
わ
か
ら
な
い
y
に
E
が
I
の
る

方
は
、
お
問
い
二
お

せ
ぐ
だ
さ

し骸
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住
所
が
あ
ひ
、大
　

正
H
年
7
月
2
日
か
ら
昭
和
　

2
年
t
月
3
1
日
ま
で
に
牛
ま
　

れ
た
方

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
茹
よ

び
仗
会
保
険
等
の
被
扶
養
者

〉
所
財
制
限
額
(

表
4
)

以
下

の
所
得
の
方

※
た
だ
し

、
参
人
保
健
法
の
医

療
受
給
者
証
彖

靱

ち
の
方
や

牛
活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受
給

者
、
廿
会
保
険
等
の
被
保
険
者

(夲
(
)

の
方
は
蒔
卩
¥

疂

へ問
合
せ
先

本
庁
頁

千
住
)
・

高
齢
者
医
療
係

表4
平成4年度( 4年7月1日～
5 年6 月30日) 所得制限基準額表

● 3人以 上はS 鶚 とし て 掻攤人 即が 叺 ● g こ とにl 万円l 搆 さり ま1

ご存じですか
入院時の
一部負担金の

特例

7
0歳
以
上
(
一
定
の
障
害
の

あ
る
方
は
6
5歳
以
占

で
、
老

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
の
、入
院
時
一
部
負

担
念
T

日
劔
円
で
す
。こ
の

負
担
亟
に
次
の
特
例
か
あ
口
ま

す
。
該
当
す
る
万
は
、
認
定
証

等
竃
粨
参
の
う
凡
、
手
続
き

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

低
所
得
の
方
(
特
別
区
民
税
非

課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
)
…
冫
刀
月
間
は
L
日
襄

円
、
以
降
無
料

特
定
疾
病
の
方
(
人
工
腎
臓
を

一
用
し
て
い
る
黶
吩
`
不
全
、

血
友
病
)
・

靡
朏
月
1
万
円

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

庄
)
・
高
齢
者
医
療
係

国
民
年
金

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
夲
哂
め

な
い
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
年
令
蚕
吝
y

れ

な
り
左
が
あ
叮
汞
罵

経
済
的
な
事
情
や
病
気
な
ど

の
理
由
で
保
険
料
を
耙
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
忿
罰
席
が
あ
n
t
t
。

印
か
ん
と
年
令
手
帳
ま
たほ

納
付
劈
瓦
蔘
し
、
国
民
年
金

課
ま
た
は
お
近
ぐ
の
区
民
事
務

所
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
肇
汞
勞
で
免
除
を
希
望
ず

る
場
合
は
じ
奢

斟
類
が
違
い

求
歹
の
で
お
問
い
向
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

一
`
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
昌

き

ん
の
布
4
ぐ
で
、

か

な
兀

出
張
相
談
を
仔
っ
て

い
ま
す
。

当
吁
は
、
国
民
年
金
に
関
す

る
相
談
や
、
足
立
襲

屎

険
事

務
所
の
年
金
衵
当

官
に
よ
'
(庫

生
年
金
等
の
相
騁
9

冐
X

れ

求
す
。

日
時
7
月
2
7
心
冐
、
午
前
　

眞
習～
午
後
4

塲
所

中
央
本
町
庁
舎
l
階
・

国
民
茫

譟

前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
薦

゛
(
3
8
8
)
5
0
6
1

保

険

国民健康保険料

納入通知書を
お送り します

平
成
4
年
度
庄
民
税
の
確
定

に
伴
い
、
平
成
4

年
度
国
民
健

康
保
険
料
が
決
ま
q
F

‥
だ

。

保
険
料
決
定
通
知
と
、
7
↑
月

ふ
月
が
納
付
麥
お
よ
び
一
括

払
い
込
み
用
納
付
咐
煢
7
月

2
1
日
に
郵
送
し
豕
y
。

た
だ
し
、
平
成
4
年
度
住
民

税
が
確
定
し
て
い
な
い
方
(

申

告
の
遅
れ
て
い
る
万
な
ど
)
は
、

平
威
3

年
度
の
住
民
税
に
易
つ
4

計

算
し
て
あ
叮
ま
す
。
y
に
}の

ぷ
つ
な
万
に
は
、
平
成
4

年
度

の
住
民
税
が
確
定
レ
た
時
点
で

正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た
納

入
通
知
書
彖

§

貨

望

チ

。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

暎
毋
月
末
日
で
罵

峭
劭
怎
れ

の
な
い
ぷ
冫
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係a
(
3
8
8
0
)
5
t
3
1

「
古
文
書
を
よ
む
」

締
め
切
り
ま
し
た

講
座
「
古
文
書
夸
ぷ
む
」

は
定
員
に
な
9
r

だ
。
お

問
い
二
B
せ
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
ご
4
鞏
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
次
回
の
ご
蔘
加

彖
起
武
じ
て
い
ま
す
。

(郷
土
博
物
怨

足
立
消
防
団
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

7
月
1

日
、
足
立
消
防
団

長
に
栗
原
鄒
三
郎
氏
が
、
区

長
か
ら
任
命
(
再
任
)

さ
れ

次
に一疋

。
区
内
に
は
、
千
住
・

足
立
・
西
新
井
の
1
つ
の
消

防
団
(

団
貝
千
2
0
0皋
人
)

が

あ
り
、
区
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る

な
め
活
動
し
て
い
ま

す
。現

在
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
消
防
団
に
入
団

す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
の
方
は
、
お
近
ぐ

の
消
防
署
に
お
問
い
乙お
せ

く
だ
さ
い
。Λ

災
害
対
策
課
V

開
業
医
と

一
体
と
な
っ
て

東
部
地
域
病
院

東
部
地
域
病
院
は
、
東
京

都
£
釆
京
都
医
師
会
が
協
同

で
烝
立
し
た
剛
東
京
都
保
健

医
療
公
怙

籥
學
ゑ
紹
介

予
約
制
の
訶
院
で
す
。
こ
の

病
院
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
必
民
の
皆
さ
ん
か
ら

区
に
問
い
乙
[わ
せ
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ホ
す
。「
紹
介
状
ひ
な

い
と
刄
て
も
ら
兄
な
い
」「予

約
膕
な
の
に
待
ち
時
問
が
長

い
」「
紹
介
さ
れ
て
叭
夛
ぐ
九

の
診
環
所
に
帰
さ
れ
て
し
ま

う
」
な
ど
で
罵

□
「
紹
介
状
」は
な
ぜ
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か

東
部
地
域
病
院
は
、
地
域

の
閧
m
の
方
と
e
l
な
連

携
夲
図
口
な
?
£
雖
に
関

す
る

役
割
分
担
を
明
確
に

し

、
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
医

療
に
一
貫
性
登

″
た
せ
る
こ

と
を
第
一
に
考
え
て

い
ま

す
。
地
域
の
開
蕃
医
か
ら
の

『
紹
介
状
』
は
こ
の
た
め
に

必
饗
な
の
で
す

。

□
東
部
地
域
病
院
の
役

割
と
「
紹
介
予
約
制
」

東
部
地
域
病
院
は
、
地
域

の
閧
芯
発
も
の
紹
介
で
、

事
前
に
予
約
じ
た
あ
る
程
度

症
状
の
咀
い
塁
罟
ん
聚
対

n
w
し
た
病
聘
手
。
そ
の

た
め
、
一
寸
し
た
発
熱
や
腹

痛
の
思
者
さ
ん
が
、
予
約
な

し
で
来
院
さ
れ
て
も
対
応
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
巫
y
。

祠
気
や
け
が
り
i
ほ

、

惠
蚤
畊
の
開
然
乙の
万
に

み
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

症
状
に
よ
っ

て
、先
生
が
東
部

地
域
病
院
で
受

診
し
た
方
が
良

い
と
判
断
し
た

塰
R

先
生
が
紹

介
状
を
柵
き
、東

部
地
域
病
院
へ

の
予
約
も
し
て

く
れ
ま
ず
。

□
医
療
の

一
貫
性

東
部
地
域
祠

院
で
の
診
療
に

よ
っ
て
、あ
る
程

度
症
状
が
回
復

し
た
段
階
で
、
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
開
業
医
9

に
}こ
ろ

に
戻
っ
て
い
た
だ
孝
豕
す
。

ま
た
、
症
状
に
よ
っ
ア
ほ

大
栄
食

低
?

へ
の
紹
介
も

し
ま

す
。

齋
っ
に
、
救
急
等
で
来
院

し
、
か
か
り
つ
け
の
診
環
所

が
な
い
方
に
は

、
應
状
が
安

定
後
に
ご
疵

…の
開
業
医
を

紹
介
し
豕
す
。

□
休
日
、
夜
間
の
急
病
は
お

近
く
の
休
日
・
夜
間
診
療

所
へ

足
立
区
で
洳
商
会
の
S

力
で

休
日
・
夜
間
診
療
所

夲
間
汾
U
て
い
零
T
。
'
荊

用
く
だ
さ
い
ズ
左
表
)

こ
の
診
9
所
で
も

症
状

に
応
じ
て
東
部
地
域
祠
院
へ

の
紹
介
も
し
東
司

東部地域病院の愚者内訳
( 平成4 年4月分)

休日・夜間診療所( 内科: 小児科)
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健

康

生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室

あ
な
た
も

遊
び
り
テ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
へ参

加
し
ま
せ
ん
か

脳
卒
中
浚
滬
征
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
鄂
な
ど
で
、身
体
の
不
自

申
な
万
を
対
象
に
、
体
操
や
ゲ

ー
ム
稾
驚
χ
れ
た
リ
(
ビ
リ

教
奎
跖
い
ま
す
。

管
吁
兄
や
食
事
な
ど
且
吊
生

活
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
戞
―
弓

に
、
み
ん
な
で
身
体
蚩
鄲
か
し

て
み
ま
廿
刄
か
。
理
学
療
法
士

が
指
導
し
ま
す
。
家
族
の
方
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
y

占
吋
旦
月
)
、
午
浚

恚
唱
芬
A

時
(
実

の

場
合
は
2
9日
)

定
員
3
0人
(
先
煮
唄
)

費
用

無
料

申
込
方
法
一
器
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

S
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

道

路

小
台
橋
の
完
成

に
伴
う

車
線
の
切
替
え

小
台
橋
の
工

事
完
了
に
伴

い

、
仮
纔
が
ら
新
橋
へ
車
線
の

切
叮
僣

凡
念
汀
い
康
司

切
替
日

▽
下
り
線
(
荒
川
区

↓
足
立
区
)

歩
・
車
道
・
:
7

月
1
7
日
(
金
)

▽
上
ひ
車
線

歩
・
車
道
…
8

月
5

日

(水
)

な
お
、荒
川
区
側
の
取
付
道

路
部
で
卮
路
整
備
工
事
が
残
つ

て
い
圭
y
。こ
の
工
事
期
間
中
、

一
部
交
壜
現
制
が
鵆
¥
ヂ
。

問
合
せ
先
都
建
謖
局
第
五
建
　

設
事
務
所
橋
ひ
ょ
う
建
設
課
　

S
(
3
6
9
2
)
4
6
5
1
　

中
央
本
町
庁
舎
・
土
木
部
計
　

圃
調
整
戻
`
‘
(
3
8
8
0
)

募

集

新
設
・
精
神
薄
弱
者

通
所
更
生
施
設
の

指
導
員
を
募
集

勤
務
地

柬
綾
瀬
―
-
2
6
-
2
　
(

綾
瀬
鈬
が
ら
徒
歩
扣
分
)

勤
務
内
容

重
度
精
神
薄
弱
者

の
盂
扁
導
、
作
業
指
導
な

ど
給
与

公
務
員
に
準
に
乖
T

勤
務
開
始
時
期
・
募
集
人
数

▽
平
成
4
年
―
月
1
日
…
若

千
名

▽
平
成
5
年
4
月
―

日
…
叉

程
度

運
営
主
体
社
会
福
祉
法
人
柬
　

京
都
精
神
薄
弱
者
育
成
会

募
集
期
間
7
月
1
5
日
～
3
1
日
　

く
わ
し
く
は
、開
設
準
備
室
s

(
a
3
)
6
2
1
9

ま

か
ほ
、
里
(
月
町
ひ
豕
R

揃

業
所

容
(
3
a
4
)
7
1
0
9

へ
。

表5 非 行少年 等補導数

みんなの健康 足 立 保 健 所03855- 4151L& 詣 蟲 濆 曹蓉 紹
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7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る

全
国
強
調
月
間
で
す

次
代
を
稻
弓
青
少
年
夲
健
全

に
育
成
す
♀
t
に
ほ
、国
民
的

な
課
題
で
す
。

少
年
非
行
は
昭
和
5
8年
聚
匕
I

ク
に
相
寰
x

す
高
い
水
準

で
罹
移
し
て
い
求
罵

白
祕
車

盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
膏
と
の
初

発
型
非
行
の
多
発
、
無
職
少
年

に
よ
る
凶
悪
・
粗
笋
な
事
件
の

発
生
、
暴
走
族
に
よ
る
暴
走
行

為
の
頻
発
、
青
少
年
奮
詈
巻

く
社
会
環
境
の
悪
化
な
ど
、
楽

観
膏
哭
な
い
状
況
で
す
。
そ

こ
で
、
7
月
を
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月

凹

と
疋
め
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
、
地
域
住
民
等
が
非
行

に
対
す
る
共
通

の
理
蔽
と
認
識

を
深
め
、
非
行

防
止
の
た
め
の

全
国
的
な
運
動

を
展
開
し
て
い

ホ
y
。

足
立
区
で
も
、
青
少
年
対
策

地
区
委
員
会
を
は
じ
め
と
し

て
、
関
係
団
体
に
よ
る
街
頭
補

導
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
後

蓉

蔘

ご

萋
i

な
健
全

育
成
活
勣
査
忖
っ
て
ぃ
ま
す
。

少
年
非
行
の

概

要

(
平
成
3
年
足
立
区
)

◆
非
行
少
年

補
導
さ
れ
た
非
行
少
年
は
千

耶
人
で
、
前
年
に
比
べ
1
6
1人。
1
3
%

の
増
加
と
な
叮
ま
し
た
。

(
表
y
参
照
)

内
容
は
。
万
引
、
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
驫
屁
こ
ひ
多
ぺ

全
体
の
7
0
%を
占
め
て
い
ま

す
。次

代

ト
ル
エ
ン
乱
用
少
年

の
増
加
が
目
立
ち
手
に
}だ
。
中

心
年
齢
は
、
1
5

晟
で
、
全

体
の
半
数
以
よ
冥
拓
て
い
ま

す
。女

子
鯑
導
数
は
聊
人
で
、
前

年
に
比
べ
1
7
%減
少
し
、
全
体

に
占
め
る
割
角
云
涓
・
5
%
と

大
き
ぐ
減
少
し
刄
レ
た
。

◆
不
良
行
為
少
年

不
良
行
為
少
年
は
1
千
2
6
1人

で
、
前
年
に
比
べ
5
5人
、―
・
7
%

の
増
加
と
彁
¥
r

だ
。

行
為
別
で
ほ
、
喫
煙
が
千
旧

人
(
3
5
%
)、深
夜
は
い
か
い
千

川
人
(
3
4
%
)。
中
心
年
齢
は
、
1
6

・
1
7歳
か
中
心で
高
校
生
が

最
多
の
1
千
7
8人
、
6
4
%
O
T

め
て
い
廖
罵

不
良
行
為
少
年
で
は
、
在
学

少
年
の
占
め
る
割
合
が
高
べ
9

割
以
↓
冥
め
て
い
ま
す
。

ま
応
、
女
子
の
比
率
は
前
年
と

同
じ
く
2
0
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Λ
青
少
年
課
v

第42回

社会を明るくする運動 区
民
の
集
い

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
毎
年
冫
月
1
日
か
ら
3
1日

ま
で
の
L
カ
月
間
盆
眉
月
間

と
疋
め
、
全
国
荅
喟
に漾
々
な

濔
薊
を
袰
開
し
て
い
ホ
罵

区
で
は
。
こ
の
連
貊
の
メ
イ

ン
行
事
と
し
て
、区
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
吊
年
の
非
行
防

止
と
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
否

づ
く
P

奮
弓
凡
て
み
ぶ
冫
と

次
の
と
お
り
ば
民
の
集
い

豈
開
催
し
求
司

ザ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
2
8
E
(
火
)
、
午
浚
　

し
時
～
t
時

罎
所

産
業
振
甄
腎
砦
公
会

堂

内
容

▽
映
画

「
風
の
見
た
少

年

」
の
上
映

▽
区
内
中
学

生
非
行
防
止
槽
語

、
傅
秀
作

品
の
発
忝

夕
癶

表
彰
W
　

講
演

ギ
澂
の
将
来
夲
左
右

寸
気
も

の
」

講
師

倉
科
茂

氏
(

教
育
琵
謳

冢
)

※
昨
年
の
霆
-
陷

弓

馨
征

は

次
の
2

作
品
で
す

。
「
一
度
だ

け

」
そ
れ
が
非
行
の
第
一
歩
・
:

中
山
幸
子
さ
ん
(

第
四

中
2

年
)
、あ
い
さ
つ
は

心
の
霏
を
開

く
か
孝
:
服
部
麻
紀
さ
ん
(

第

十
三
中
2
年
)
。

定
員
4
5
0
人
(

先
箝
順
)

主
催

社
命
ぶ
明
る
く
す
る
運

勣
足
立
区
実
旆
ぶ
員
会

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

民
牛
葆

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1

団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報
課

催
し
物

☆
交
通
漕
咒
毋
の
会
チ
ャ
リ

テ
″
-
バ
ザ
ー
9
月
2
3
a
　

(
祝
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/

渋
谷
東

急
東
横
店
2

階
/

物
-
回

食
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。
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図1 花火大 会

情 報 コ ー ナ ー 図2　交通規制図
※ 平和 橋通 りの次の区間は車両通行禁止にな り
ます。卜 西新井橋へ千住新橋の間、内回り、
外回 りとも【'・新水戸橋から千住新橋方向( 内
回 り、土手 側)

親子で体験!

「自然観察」
区 内にお住 まい の小学生 と、そ

の 保護者の 方を 対象にした自 然観
察 会で す。
山道を1 時間30 分程度ハイ キン

グしな がら 、北関東の山の木や、植
物、野烏、昆虫などを観察します。
日時8 月21日( 金) 、午前8 時
本「ア舎( 千庄) 前集台、午 後5 時
30分 解散予定

観察 場所 桐生自 然観察の 森( 桐
生市 川内2 丁目902―1)

対象区内在住の小学3～6年生　
とそ の保護 者( 保護 者は1 人ま
で)

定員40 人( 抽 選)
費用 無 料
申込方 法 往復ハガ キに住所 、参
加者 全貝の氏 名、学年、電話 番
号、「自 然につ いてひと こと」、
「親子自 然観察会 希望」と明 記
( 1 世帯1 通に限る)

申込期限7 月31日必 矜
※ 観察場所近くには 食竃、売店、自
動販売 機等はありま せん。昼食 等
は各自持参してください。
申込・問 合せ先 本庁舎( 千住) ・
緑化係 〒120 千庄1 ―4 ―18　　

S3882 ―1111( f t )

足立合唱連盟
第13回合唱祭

教育委員会共 催
合唱を 愛する皆さ んに、台てら

れ、観し まれて13年。今年も 多くの
グル ープ が、口ごろの 成梁を 麗表
し ます。
日時7 月19日( 凵八 午後1 時間
演

会場 文化会館( 入場無料)
出演団体20 闘体
招待出演 佑F々 金治氏( 合叫指導)
問合せ先 合唱連盟 事務局・ 芳尾

S3884 べ507( 夜閧)
本庁 舎( 千 住い 又 化振 興係
H3882- 1111( 代)

夏休み親子体験ツアー
わたしたちの水を

みなおしてみませんか
フ ールに、シャワ ーに 、渇いたの
どに、夏になる と水の大切さ を改
めて感じ ます。
夏休みの2 日問 、お 子さ んとい

つし ょに水につ いて考えて みませ
んか。親子で体験する「水の講座と
見学 会」です。
日 程 下 表の とおり( 8 月10日の
みの参加もできます)

対象 区内在庄の小学生とその傑
護者

定員50 人( 先肴順)
費用 無料( 見学会には、お弁当
を持参してください)

申込方法 電話
申込・問合せ先 水と縁の公社

昔3838- 8126

夏休み 親子体験ツア ー日 程

青少年健全育成
絵画コンクール

テーマ「未来の足立」
今回のコン クール では、 ‾f供た

ち の目から 見た未来の足 立のまち
の 風景、生活を 描いた作品を 募集
し ます。
応募 資格 区内小・中学生
作品 規格D ・圦 ッ切り 【37cmx26　cm

】カヽら四ッ切り( 52cmx37cm) 　　E>
画 用 紙 は 横に 使 うr ・彩

色・画材は自 由
応 募 方 法 作品 の 裏 面に 応 募 票
(学 校名、学 年、氏 名、作品 名を
明 記) を貼付し、学校を通して1心
募

※ 郵送 でも受け 付けます。
応募期限9 月11日
※ 入 選作品のうち 数点を 「すこや
かカレンダ ー」に 掲載します。
申込・問合せ先 木庁 舎( 千住) ・
青少年 課調整係
〒120 呷‘ f t 】- 4- 8

昔3882- 1 】1】( 代)

伊興遺跡
調査員を募集

伊興遺跡 調査会では、遺跡 の発
掘などを 行う 調査員を 募集し てい
ます。
応募資 格 レ18 歳から45歳位 まで
の方 卜 週3 日以上勤務で きる
方> でき れば考古学に 興味の
ある方 卜 性別は問いません

募集人数 若干 名
勤務条件日曜日・祝日を除く毎　
日、午前9時～午後5時

勤務内容 遺跡の発掘、図面 整理、
土器の接合など

賃 金 日 給7, 000円( 交 通 賢 を 含
む)

勤務場所 東伊興町30 番70
申 込方法 電 話
申 込・問 合せ先 郷土 博物館

S362〔}―9393

あなたの相談室 問8 せ先 足立区役所本庁舎( 干住) 1 階区民相談室
所 在 地 干 住1- 4- 18n3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なこと かあり ましたら 、お気軽にご 利用く ださい( 無料・秘密厳守)

区民教養講座
徳川将軍家と足立
足立区 の堅史や 文化を学ぶ 禍座

です。
日時7月19日( 日) 、午唆2時　～

4 時
会場 胃年センタ ー( 入場無料)
講師 多田 文夫( 郷土 博物館 専門
員)

定員80 人
申込方法 当 日会場 で、午後1 時
30分力ヽら・受け付け

問合せ先 郷土博物館
0362Cトー9393

RECYCLEPAPER
一森林資源を大切に一

TA24000)


